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Ⅰ 緒 言

1979年4月17日の夜半から翌18日の早朝にかけて,長野県を襲った晩霜は,伊那谷を中心に

してナシ,チャ,クワなどに記録的な晩霜害をもたらした｡長野県農政部の調査によると,そ

の被害総額は16億7千万円と推計された4)｡ナシ園における被害の実態については下平ら8)の

報告があり,それによると被害の程度は発育段階によって異なり,当時すでに開花または開花

直前の状態に達していた比較的標高の低い園 (460-5約m)の被害がとくに大きかったことを

認めている｡

伊那谷北部の高台に位置する信州大学農学部附属農場のナシ園は.標高が760mと高いため,

当時はまだ発育段階の進んだ花らいでもようやくがく片から花弁が現われた状態で,晩霜によ

る被害はまったく予想しなかった｡しかしながら,開花期になって柱頭,花柱,歴しゅなどに

被害が多数認められ,しかもその被害にかなりの品種間差異があることが観察された｡またこ

れと同様の花器の障害は,程度は軽徴であったが,1981年にも認められた｡

本報告は両年におけるナシの開花前の晩霜害の実態を取りまとめたものである｡

Ⅱ 材料及び方法

1979年の被害調査は,信州大学農学部附属農場のナシ園に栽植されている棚仕立ての二十世

紀,幸水及び薪水と立木仕立ての長十郎の4品種について,開花終了後の5月8日に行った｡

娩霜被害花は,めしべの花柱が極端に短かく,5本 (幸水は6本)のうち全部または一部が黒

変し,さらに子房内の肱しゅも全部または一部が黒変しているのが認められた｡本調査におい

ては,花柱の障害を指標とし,一部でも黒変しているものは被害花とした｡

被害花の調査は,1品種あたり120花そう (花数にして840-1,080花)を柚面の高さ (約180

cm)から選び,1花そうごとに着花節位 (番花)別被害花数を調べ,次式により被害花率を

算出した｡

着欄 位別の被害花率 (那 - 警 Elt諾 Effi器慧 欝 ×100

また各着花節位別の被害花率の平均を求め,これを平均被害花率とした｡

1981年の被害調査は,同じく研究は場に栽植されている棚仕立てのナシ25品種を用い,5月
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10日に行った｡25品種のうち.アンジョウ, リンカーン,スターキング,フレミッシュビュー

ティ,グp-モルソー,バスクラサン及びジュセスダソグレームの7品種,コソフェレンス,

プレコース (ドクトルジュールギュ～ヨ), ラフランス,好本号 (アレキサンドリーヌジュイ

ラ一ル)及びキーファーの5品瞳とグランドチャンピオン,セニョールデスべラン,ボーレー

ボスク,カイザークローネ,フォンダンテデポ-及びウインターネリスの6品種は,それぞれ

二十世紀を中間台とする同一樹に高つぎされたものである｡また薪水及び北海早生の2品種は

八雲に,レッドバートレッ‖iバートレットにそれぞれ高つぎされたものである.被害花の調

査は,1979年とは異なり,1品種あたり20花そう (花数にして95-164花)を棚面の高さ (約

160cm)から選び,1花そうごとに被害花の割合を求め,その平均を被害花率とした｡障害の

指標は,1979年と同様にした｡

気温は,調査地点から約200m離れた観測地及び飯田削侯所の測定値を用いた｡

Ⅲ 結 果

1 1979年度

被害の著しかった1979年における開花期及び4月から5月中旬までの日最低気温を示したの

が第 1図である｡開花始めは,薪水が4月26日で最も早く,次いで二十世紀及び長十郎が4月

27日で1日遅 く,幸水は4月29日で,薪水より3日,二十世紀及び長十郎より2日遅れた｡満

開日は薪水が4月29日で最も早く,次いで長十即,二十世紀,幸水の順で,それぞれ1日ずつ

遅れた｡

一万,日最低気温の変動についてみると,晩霜害発生日の4月18日は-4.loCで,4月の最

低を示し,翌19日も-3.OoCとかなり低かった｡さらにその後も4月22日には-1.4oC,23日

には-0.3oCと2日連続して氷点下に下った｡

晩霜害発生日の4月18日から各品種の満開日までの日数は,薪水が11日で最も短く,次いで
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第1図 1979年におけるナシの開花期及び日最
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第2図 1979年の晩霜害によるナシの品種別被
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長十即が12日,二十世紀が13日で,開花の最も遅い幸水は14日であった｡

第 2図は1979年の各品種の被害花率を,花そう基部から着花節位別に示したものである｡長

十郎及び幸水は花そう基部から先端へ移動するにつれて被害花率が急激に低下し,長十部にお

いては7節,幸水においては8節以上の花は被害を受けなかった｡これに対して二十世紀では

節位別の被害花率に大差がなく,薪水は最基部の被害花率が最も高かったほかは,節位による

被害花率に差がなかった｡

次ぎに各品種の平均被害花率についてみると,第3図に示したように,薪水が30.4%で最も
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第3図 1979年の娩霜害によるナシ
の品種別平均被害花率
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第4図 1981年におけるナシの開花期及び日長低
気温

被害が大きく,二十世紀が22.9%でこれに次ぎ,以下幸水の12.7%,長十郎の10.5%の順であ

った｡

2 1981年度

1981年は一般には晩霜害は大して認められなかったが,当附属農場においては品種により相

当の被害を受けた｡この年の開花期及び4月から5月中旬までの日長低気温を示すと,第4図

のとおりであった｡まず開花始めについてみると,最も早いのが薪水の4月28日で,次いで二

十世紀の4月29日,バートレットの5月1日,ウインターネリスの5月5日であった.その他

の品種については示さなかったが,ニホンナシはほぼ二十世紀なみかまたは1-2日遅れ,セ

イヨウナシはラフランス及びキ-ファーが/,'-トレットより1-2日早いほかは,いずれも/～

ートレットとウインターネリスの中間であった｡満開日は薪水が5月1日,二十世紀が5月2

日,バートレットが5月5日で,ウインターネリスは5月8日と遅かった｡その他の品種につ

いては,開花始めの早いものが満開日も早い傾向がみられた｡

次に開花前の4月の日最低気温についてみると,2日及び3日がそれぞれ-2.8及び -5.3o

Cで低かったが,その後は極端な低下はみられず,-2.OoC以下に低下したのは15日の-2.lo
C及び26日の-2.OoCの2回だけであったoただし22日及び23日はそれぞれ-1.6及び-0.5o
Cで,2日連続して氷点下となった｡この年の終霜日に当る4月26日から各品種の開花始めま

での日数は,薪水で2日,二十世紀で3日,バートレットで5日,ウインターネリスで9日で
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第5図 1981年の晩霜害によるナシの品種別被害花率

あった.また終霜日から満開日までの日数は,薪水が5日,二十世紀が6日,バートレットが

9日,ウインタ-ネリスが12日であった｡

1981年の晩霜による被害花率は,第5図に示すとおりであった｡すなわち,調査した25品種

のうちで最も被害花率の高かったのは,アンジョウの71.5%であった｡反対に最も低かったの

は幸水の0%であったoこれらの被害花率にもとずいて便宜的に耐霜性の強弱を分類すると,

およそ次のとおりである｡

◎ 耐霜性の強い品種 (被害花率10.0%以下)

幸水,好本号,キーファー,二十世紀,北海早生,バートレット,レッドバートレット,メ

スクラサン,グランドチャンピオン｡◎耐霜性の中位の品種 (被害花率10.1%～30.0%)
フォンダ1/テデポ-,スターキング,グローモルソー,プレコース,カイザークローネ,八

蛋,ウインターネリス｡

◎ 耐霜性の弱い品種 (被害花率30.1%以上)

アンジ三ク,ラフラ'/ス, リンカ-ソ,フレミッシュビューティ,ジュセスダソグレーム,

七二三-ルデスべラン,ポーレ-ボスク,コソフェレソス,薪水O

なお,品種間における開花期の早晩と被害花率との問には,一定の関係は認められなかっ

た｡

Ⅳ 考 察

1979年の晩霜害は.伊那谷のなかでもとくに下伊那地方に大きな被害をもたらし,当時すで

に満開状態にあった標高の低い二十世紀ナシ園では,95%以上の被害花率を示した8)｡本調査

地は前記のように標高が高く,晩霜襲来時の花らいの状態は,発育段階の進んだものでもがく

片の間からわずかに花弁が出現した程度であって,被害は予想されなかった｡しかしながら,

調査した4品種のいずれにおいても花器に障害が認められた｡また1981年においても,低温の

程度が低く,晩霜害は予想されなかったにもかかわらず,品種によってはかなりの被害を受け

た｡
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ナシの娩霜害に対する抵抗性が,花らいの発育段階の進行にともなってしだいに低下するこ

とは,すでに一般的に認められており,開花期から落花直後が最も低いといわれている (5,

7,9,10)｡山根10)は,開花期及び落花直後の危険限界温度を,植物体温で-2.OoCで1時間

程度 (長十郎)とし,中川3)は-2.0--2.5oCとしている｡また Ballardら1)は,バートレ

ットについて花芽のりん片が分離する時期から落花直後までの問を8つの発育段階に区分し,

それぞれの段階における危険温度を示している｡それによると満開期の危険温度は-2.2oCで

ある｡

1979年の霜害発生日における調査地の最低気温は,-4.1oCであった｡しかしこの温度は百

葉箱内の測定値であるため,実際の植物体温はこれよりもさらに低かったものと判断される｡

小沢6)によると,霜害時の葉気温差は,風速によって異なるが.冷えにくい条件下でも葉温は

気温より2oC近く低く,極端な場合には5oC以上も低くなるといわれる｡したがって本調査

樹の受けた低温は,ほぼ同じ発育段階における Ba11ardら1)の危険温度 (-3.9--4.4oC)

をかなり下廻ったものと思われる｡次に1981年の調査樹は,満開約1か月前に-5.3oCの低温

を受けたが,この時期はまだ固いつぼみの状態にあり,この低温が被害をもたらしたとは考え

られない.その後もしばしば晩霜にみまわれたが,いずれも-2oC摩度の軽いものであったo

Lかし満開5日～12日前の日最低気温が,百葉箱内で-2.OoCであ り,実際の植物体温が こ

れよりも1-2oC低下したとすれば,発育段階からみて,Ballardら1)の危険温度 (-2.8-

-3.3oC)以下になったことは十分に考えられる｡気温と植物体温との関係については今後詳

細に調査してみる必要がある｡

ナシの品種間の耐霜性の強弱は,開花期の早晩によって支配され,一般に開花期の早いチ

ュウゴクナシが弱く,次いでニホンナシで,開花期の遅いセイヨウナシは強いといわれてい

る2･5･10)｡山板 10)は長十郎,八雲,ヤーリーが弱く,早生赤,晩三吉,二十世紀,バートレッ

ト,ラフラソスは中間で,新興及びウインターネ1)スは強いとしている｡また三浦2)は新興,

八雲,新高が被害が多く,二十世紀は中間で,早生赤が少ないとしている｡このように耐霜性

の品種間差異は,調査者によって必ずしも一致しない｡

本調査の結果を従来の結果と対比してみると,薪水及び幸水の耐霜性については報告がない

ので比較できないが,長十郡については上記の山根10)の記述とは異なる結果が得られた｡三

浦2)は二十世紀を用いて仕立て方と晩霜害の関係を調査し,立木仕立ては梯仕立てに比べて被

害が少ないことを認めている｡本調査で長十郡の耐霜性が強かったのは,立木仕立てが関係し

たかも知れないが,この点についてはなお検討が必要である｡八雲については耐霜性が弱いと

いう従来の結果と一致した2･10)｡次にセイヨウナシについてみると,耐霜性の最も弱かったの

はアンジョウであった｡ Westwoodll)は,アンジ三クはバートレットと同程度の耐霜性をもつ

が,開花期が早いために同時期では被害を受けやすいと述べている｡ちなみに本調査における

アンジョウの満開日は,,:-トレットに比べて2日早かったO反対に耐霜性が最も強かったの

は好本号で,三浦2)も本品種はとくに被害が軽度であると述べている｡山根10)が耐霜性を中間

としているラフランスは,本調査ではアンジョウに次いで被害が大きかった｡また耐霜性が強

い部類に入れられているウインターネT)スは,中間だとされているバートレットよりも被害が

大きかった｡これらの点についてもなお検討の余地がある｡
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なお,本調査においては,両年とも品種による開花期の早晩と被害花率との間には,一定の

関係が認められなかった｡このことは,耐霜性の差が単に発育段階の差のみによるものではな

く,同一の発育段階においても品種によってかなり大きな差があることを示すものと思われ

るoLたがって,霜害危険温度については,従来のような種煩別の表示のみではなく,品種も

考慮する必要があるように思われる｡

Ⅴ 摘 要

1 晩霜の被害が著しかった1979年と一般には被害が軽故であった1981年の2か年について,

開花前のナシが受けた晩霜害の実態を品種別に調査した｡

2 1979年の調査では,降霜日から満開日までの日数は,薪水が11日,長十邸が12日,二十

世紀が13日,幸水が14日であった｡被害花率の最も高かったのは薪水で,次いで二十世紀,辛

汰,長十郎の膳であった0

3 1981年の調査では,降霜日から満開日までの日数が大きく異なり,調査した25品塩のう

ち,最も短い品種で5日,最も長い品種で12日であったQ被害花率も品種によって大きく異な

り,最も高かったのはアンジョウの71.5%,最も低かったのは幸水の0%であった｡

4 品種間における開花期の早晩と被害花率との問に一定の関係は認められなかった｡
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